
Aと,なすン7ター
1945年、関東軍敗走の満州で待ち受けた、黒川開拓団の壮絶な運命―

戦争と性暴力の事実、いま知るべきことがここにある
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語り 大竹しのぶ
監督 松原文枝

撮影:神谷潤金森之雅

編集:東樹大介

プロデューサー:江口英明

2月 23日 (月。ポ
6年

①10:30～ ②14:00～ 各回30/刀`前開場

ところ:おりなす八女 はちひめホール

主催 :八女で映画をみる会

【鑑賞料金】1000円
陣がいをお持ちの方、 中高生は 500円
おりなす友の会・JAふくおか八女女性部800円
小学生以下は無料  前売券はおりなす八女で発売しています。

ホームページ
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記憶が歴史になる前に、未来へ遺丸

戦禍を生きた人ぴとの証言。
80年滋の戦峙 ド、旧策のもと実施さ柱た満蒙開拓により、中国はるか満洲の地に渡った開拓 lヽ巌。日本の敗戦が色濃くなる

中、突攻Hと してツ連軍が満洲に優政した。守ってくれるはずの関東年の姿もなく満要開拓用は過酷な状況に追い込まれ、

集団白決を選択した開拓団もあれば、逃げ続けた末に息絶えた人も多かった。そんな中、岐阜県から渡った黒用開拓回の

人々は生きて日本に帰るために、触であるソ連trに助けを求めた。しかしその見返りは、数えで18歳以 上の焚‖たちによ

る接待だった。接待の意味すらわからないまま、女性たちは性の相 手としてたし出されたのだ。婦口後、女性たちを待・)て

いたのは労いではなく、差

"1と

偏見の日。日きがない誹謗中傷。同情から口を塞ぐ村の人々。込み たげる怒りと恐怖を抑

え、身をひそめる究性たち。青春の時を過0すはずだった行先は、多くの犠牲を出し今tよどこにも存在しない陣l。 身も,いも

傷を負った女性たちの声はかき消され、この事実は長年伏せられてきた。だが、黒チIIの
プス
‐
性たちは手を携えたc

したこと、されたこと、みてきたこと。幾重にも重なる加害の事実と、犠牲の史実を封印させないために一 υ
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